
WIT地盤改良管理システムは、不可視部である地中の地盤改良体を三次元モデル
により可視化し、品質情報、出来形情報をモデルに入力するほか、施工管理記録
等をひも付けすることで関連資料を一元管理可能です。
本システムは建設 ICT、CIM(construction information modeling) に対
応しており、ICT活用工事 (浚渫工事 )に適用可能です。

GNSS 等から得られる出来形情報を取込み、三次元モデ
ルを作成して施工箇所を可視化します。

建設 ICT情報等を利用し
地盤改良体を三次元モデル表示

■サンドコンパクションパイル工法（海上）

■サンドコンパクションパイル工法（陸上）
改良体三次元モデルに書き込んだ施工情報（施工日）を
基に、施工の進捗状況をアニメーション表示できます。

施工の進捗状況を
アニメーション表示

あらゆる施工管理記録を
システム上にひも付けして一元管理

オシログラフ、事後調査結果等あらゆる関連資料を
システム上にひも付け（リンク）し、一元管理します。

■サンドコンパクションパイル工法（海上）■サンドコンパクションパイル工法（陸上）
動態観測記録を進捗と連動して表示し、施工と変位の
相関を可視化します。

動態観測記録を進捗と連動して
アニメーション表示

自動追尾式トータルステーションによる動態観測

三次元点群データ等を基に浚渫土量を自動計算
(ICT浚渫工)

ナローマルチビーム測量等による三次元点群データより、浚渫土量を自動計算します。

ナローマルチビーム測量 三次元点群データ

施工後盛上りモデル ※TIN サーフェス 後上り土撤去モデル ※浚渫土量を自動計算

法勾配 1：2.0-8.5ｍ

■サンドコンパクションパイル工法（海上）

クラウドによる施工情報の一元管理と情報共有

CIM モデル等はクラウドで一元管理し、受発注者間で情報を共有できます。
CIMモデルを使用した電子検査に対応し、監督・検査業務の効率化に役立ちます。
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WIT地盤改良管理システム WIT地盤改良
管理システム

WAKACHIKU
×CIM

地盤改良体三次元モデルに
出来形情報・品質情報を書込み

膨大な施工管理記録をひも解くことなく、改良体に関す
る情報をシステム上で瞬時に確認できます。

■サンドコンパクションパイル工法（海上）

出来形情報・品質情報を基に
三次元モデルを色分け表示

■高圧噴射撹拌工法（陸上）
高圧噴射撹拌工法の場合、固化材圧力、固化材流量等で
塗分け、全体の施工記録の傾向を一目で俯瞰できます。

噴射圧力値で塗分け
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将来計画モデル

盛上り土コンター表示

進捗と盛上り土

実施モデル

航空写真（座標あり）

設計モデル

進捗と盛上り土

盛上り土TINデータ

盛上り土撤去

航路に近接した
現場海域の状況モデル

関連資料の一元管理

点群データ

海上地盤改良工と
浚渫 ICT

偏芯量

ロッド鉛直度 x

ロッド鉛直度 y

改良下端深度

改良天端深度

改良長

エアー圧力

エアー流量

固化材圧力

固化材流量

固化材比重

固化材使用量

回転数
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海上プラント台船土層モデル

地中の改良体（高圧噴射撹拌工法）

航空写真（座標あり） 計画と推進（グラウド）

設計・出来形モデルの共有

航空写真（座標あり）
 計画モデル
（海底面／基盤層／ SCP ／ SD）

 傾斜した基盤層と打止め出来形
（クラウド）

基盤層の想定と出来形の共有

品質・出来形の可視化
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WAKACHIKU × CIM
WIT地盤改良管理システム

全体平面図 地中の改良体（高圧噴射撹拌工法）航空写真（座標あり）

空港の液状化対策

動態観測結果のアニメーション

動態観測
結果の可視化


